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News Release 2020 年 3 月 4日 

先端外径 5.4㎜の極細径上部消化管汎用ビデオスコープ「GIF-1200N」を新発売 
新型 CMOS イメージセンサーを搭載し、明るく低ノイズなハイビジョン画質を実現 

オリンパス株式会社（社長:竹内 康雄）は、低ノイズなハイビジョン画質を実現した極細径の上部消化
管汎用スコープ「GIF-1200N」を 2020年 3月 4日（水）から国内で発売します。
近年、内視鏡検査における挿入時の苦痛軽減のため、鼻からの挿入も可能な極細径内視鏡の需要が高まって

います。一方で、内視鏡の細径化と高画質化の両立は高い技術を必要とするため、長年課題とされてきた分野で
した。今回発売するGIF-1200Nは、新型CMOSイメージセンサーの搭載と、これまで当社が培ってきた内視鏡組み
立て技術により、先端外径 5.4㎜の細さを維持しつつ、明るくノイズの少ないハイビジョン画質を実現しました。 

※オリンパスは今後、ハイビジョン画質かつ極細径の内視鏡について、「GoXsai（ゴクサイ）」という愛称を採用していきま
す。この愛称には、「細さを極める（極×細）」、「彩を極める（極×彩）」という意味が込められ、挿入時の負担の少な
さ、検査画像の鮮明さにより、患者さんと医師双方のスムーズな検査実施に貢献します。

●発売の概要
販売名 発売時期 

上部消化管汎用ビデオスコープ OLYMPUS GIF-1200N 2020 年 3 月 4 日 

●主な特長
１．新開発 CMOS イメージセンサーによる、低ノイズハイビジョン画質の実現
２．挿入部の硬さを見直し、挿入時の苦痛軽減とスムーズな操作性に貢献

オリンパスは 2019年 10月 12日に創立 100周年を迎えました。これまで当社の発展を支えてく
ださったお客さまをはじめ、ステークホルダーの皆さまに心より感謝申し上げます。これからも世界の
人々の健康と安心、心の豊かさの実現を通して、社会に貢献してまいります。

製造販売元はオリンパスメディカルシステムズ㈱です。 
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●開発の背景 

 2016年 2月に、厚生労働省により胃がん検診に関する指針※1が改訂され、2016年 4月から市区町村が
実施する対策型※2胃がん検診において、問診とともに胃部 X線検査（バリウム検査）もしくは胃内視鏡検査
を推奨していく方針が発表されています。 

こうした中で、近年内視鏡スクリーニング検査では、より精度が高く、より低侵襲な検査が求められています。
内視鏡検査の 1 つの選択肢として、挿入時の苦痛軽減のため、鼻から内視鏡を挿入する胃内視鏡検査を選
択する方も増えており、経鼻内視鏡の高画質化が求められています。また、経口挿入においても、挿入時の苦
痛を軽減した細径内視鏡への需要が高まっています。当社は消化器内視鏡のリーディングカンパニーとして、こう
した需要に応えるため、ハイビジョン画質に対応した極細径スコープを開発しました。 

 
※1 厚生労働省「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針（2016 年 2 月 4 日一部改正）」 
※2 集団全体のがんによる死亡率低減を目的とし、公共的な予防対策として行う検診のこと。 
 
 

●主な特長の詳細 
１．新開発 CMOS イメージセンサーによる、低ノイズハイビジョン画質の実現 
  極細径内視鏡では、細径化と高画質化を両立するために高い技術力が求められます。今回の製品では、
面順次式の新型 CMOS イメージセンサーを極細径内視鏡として世界で初めて採用し、ノイズの少ないハイビジョ
ン画質を実現しました。また、新たな照明光学系の採用により、管腔などの奥行きのあるシーンにおいて中遠景
の明るさが向上し、視認性が良くなっています。これにより、極細径内視鏡として業界最高レベルの検査画像を
実現し、質の高い検査をサポートします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．挿入部の硬さを見直し、挿入部の苦痛軽減とスムーズな操作性に貢献 
 経鼻挿入時の苦痛軽減と、経口挿入時でもストレスを感じにくい挿入性の実現のため、従来製品
（GIF-XP290N）に比べ柔らかい挿入部を採用。全長にわたり柔らかくしながら、最適なコシを担保できる素
材を使用しているため、胃の先に続く十二指腸への挿入性向上にも貢献しています。 
 
 

本リリースに掲載されている社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。 

当社従来製品との比較 

中遠景が明るく 
ピントが合いやすい 


